カイフクシャ シュドウガタ ノ ヤクブツ イゾンショウ カイフク シセツ ニ ムケタ アタラシイ カイフク シエンサク ノ リツアン ニ カンスル ケンキュウ : アル シセツ ノ ニチジョウ カツドウ チョウサ ト ケンザイカシタ カダイ by 増井 麻依子 et al.
回復者主導型の薬物依存症回復施設に向けた新しい回復支援策の立案に関する研究
―ある施設の日常活動調査と顕在化した課題ー
増 井 麻依子 1),河野 由 理 2),森 雅 美 3)
要 約
本研究は、回復者主導型の薬物依存症回復施設(DARC:以下 ダルク)に おいて、新 しい回復支援策の立案
を目的としている。その研究の出発点として中部地方のXダ ルクの日常活動を1年 にわたって調査 した。調査か
ら次の5点 が明 らかとなった。1.ダ ルク利用者の身近に、モデルとなるような薬物乱用 ・依存症か らの回復者
がいる環境ができていた。2.「遊び」の要素を取 り入れた自由度の高いプログラムが整備されていた。3.回
復過程に地元社会との交流が取 り入れられていた。4.ダ ルク利用者の回復を進める上でこれ らが有効に機能 し
ていた。5.外 部機関か らの支援 ・協力が少ない。
今回の調査結果か ら、ダルク利用者の回復を推進 してそれを確実化するため には、 ダルクと医療面あるいは法
的支援などのための各種の専門機関との連携の構築が必要であり、さらに関係する各種専門機関相互の連携構築
も必要と考えた。 また、薬物依存症か らの回復とアルコール依存症からの回復について比較 ・考察 した結果、こ
れ らは別個の問題として取り組む必要性が明らかとなった。 一
キーワー ド:　ダルク、　自助、　薬物依存、　回復、　連携





























る2)。しか し、「薬物乱用 ・依存=悪 」 という考えの強
いわが国においては、ダルクが薬物依存症か らの回復者
による施設であるがゆえに医療 ・司法 ・教育等の専門機



































創造性、個人成長、善意を失 っているとし、 この4つ を
取 り戻す ことが出来れば回復 したといえ ると述べてい
る甥)。依存症は完治する病気ではない10-11)、本研究では
回復 について、薬物依存症者本人が薬を使用せずに 「回
復 している」と感 じて生活 している状況を 「回復」と定
義す る。"




















































者は、9名 中4名 であり、他は北海道1名 、東京2名 、







調査 した9名中4名 は他のダルクか らあるいはダルク




うに依存症者 は、個々の回復 に適 した環境を有 している
施設を選択 して利用 しているケースがあった。自らの入













まりが生 じた際に、違 う特色を持つダルクに移動 し環境
を変えてい くこともある。このことが回復に有効な面を





い剤は6名 でうち1名 は多剤乱用者だ った。他にも大麻
使用歴の者2名 、アルコール依存症者1名 、市販の鎮咳
剤(ブ ロン液)に よる者1名 だった。 また、有機溶剤
(シンナー)の 使用経験者 は、多剤乱用の1名 であった
が、「過去にシンナーを使用 していたことを話す利用者
も多い」 とのことで実際は薬物依存症に陥 る過程で有機


































そこまでの交通費は、1日 分 として支給 される生活費
2000円の中か ら支出することになっている。
②就労 。ボランティアなどの社会参加














用者AとBは アルバイ トとボ ランティ アを並行 して行っ
ていた。
③その他のリハ ビリテ一ションプログラム
Xダ ルクで行われた リハ ビリテーションプログラム
(ミー ティング ・就労プログラム以外のもの)の 内訳を
表3の ようにまとめた。
i)運動プログラム
表3に 示すように、 リハ ビリテーションプログラムに
おいて最 も件数が多いのは、運動プログラムであった。










つながる前 は、生 きるか死ぬかのどうにもな らないどん
底の状態にあり、遊ぶことも人生を楽 しむことさえ もで






























































ができた」 とい う側面 もあった。「従来 のアルコール依




















行 っている。以前は生活指導担当の教員に対 して働 きか
けることが多か ったが、最近では養護教諭 に対する働き
かけが多 くなった。「学校においては養護教諭が最 も薬
物の問題に直接関 っており、対応に関 しても困難を感 じ











協力を得ていくことにな っているが15)、「アメ リカの ド
ラッグコートのように,刑務所に入る前に裁判の段階で















































もあり、外国人に関 して も対応 している。
4自 助グループNAとの関係
「NAに来る新 しいメ ンバ ーはダルクか らのメンバー
が圧倒的であり、そのためダルクとの線引きがは っきり
していない。その結果、活動をダルクに依存 している嫌
いがある。 そのためNAが,ア ルコール依存症の 自助グ
ループであるAAと比べ育 ちにくい状況にある」「国内
のAAは、国際的なAAの活動 に準 じて活動 も行えてい
るが、NAは必要 な文献の翻訳 の遅れが原因で、本来の






回復上の難 しい現状があるが、「NAも少 しずつ 自立 し






ある」 とNAメ ンバー全てがNAの12ステ ップ全てにつ







ダル クにおける回復 としてスタッフは、入寮直後 は
「皆のペースにあわせて同 じことをす ることか ら、思 う
ように行かないことを経験 し,共同生活に慣れていくな
かで自分のことを認めていく」ことが大切だとしている。




にある」 とスタッフは言 っている。薬物を使用 していた
時期 において薬物は 「生 きづ らい自分を守 ってくれるも
の」であ ったため、薬を断 った状態 は 「例えるなら、車
椅子で生活 している人か ら車椅子が奪われたような状態。







と回復 してか らの苦 しみを語 っている。「回復の過程で
は、 ダルク、NAにつ ながったばか りの頃は、NAの ス
ポンサーや先に回復 している仲間め存在 その ものがspir
itualityであり、時間が経過するにつれて困難なことに
ぶち当たったこと、自分で何かを成 し遂げられたこと、















断 った生活を送 っている仲間との生活を通 じて、薬のな
い状態で様々な困難を乗り越えて生 きていく方法を学ん
でいく場所である14)。薬物乱用 ・依存者が薬物を断ち自





















そのことか らも地域住民 との交流の場は、自立 した社会
生活を送るために大切な資源の1つ となっている。薬物

















































































































を容認 している国 もある。 しか しわ炉国においては、乱
用薬物が覚せい剤や有機溶剤のように精神症状を呈 しや
す く、逸脱グループとの結びつ きも強 い状況があるた
め29)、海外と同様には考えることは出来ない。また、思
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A New Self-Help Support System for the Recovery Process 
      at Drug Addiction Rehabilitation Centers: 
   A Survey of Daily Activities at an Institution and Problems to be Solved 
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                                      Abstract 
  The aim of this study was to establish a new self-help recovery support system for drug addiction 
rehabilitation centers (DARCs). The study is based on a one-year survey of daily activities at a cer-
tain DARC in the central region of Japan. The survey revealed five points: 1.DARC users have an en-
vironment where they lead their lives with a model recovering from drug abuse and dependence. 2. 
Programs are provided in which they act at their own discretion and even some elements of "play" are 
incorporated. 3. Relations with the local community are forged in the recovery process. 4. The above 
function properly in promoting the recovery of DARC users. And 5. there is little support or coopera-
tion from external organizations. 
  The results of this study indicate the need to build cooperative ties with various specialist organi-
zations for the purpose of giving medical, legal, or other professional support, and to assist drug ad-
dicts to steadily and remarkably recover from their ailment. It will also be necessary, to create a 
system for mutual cooperation between these various external organizations. In addition, comparison 
and consideration of recovery from drug dependence and alcohol dependence show that it is essential 
to adopt  'a separate approach for an effective solution to these problems. 
Key Words:  DARCs,  Self-help,  Drug dependence,  Recovery,  Cooperation
